
 
                                           

1 

NY マーケットレポート（2017 年 2 月 22 日） 

 

NY 市場では、FOMC の議事録公開を控えて様子見ムードも出ており、序盤は限定的な動きとなった。その後、フランス大統領選で中道・民主運

動のバイル氏と、前経済相のマクロン氏が共闘するとの報道を受けて、政治的リスクに対する懸念が後退したとの見方が広がったことから、ユー

ロ買いが優勢となり、円が主要通貨に対して下落した。 

そして、FOMC の議事録公開では、景気が予想通りなら、早期の利上げが適切になる可能性があると指摘されていたものの、ドル高による下振

れリスクがあることや、財政政策の不透明感が高まっていることが指摘されていたため、ドル売りが優勢となり、クロス円も軟調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米 MBA 住宅ローン申請指数（前週比） -2.0％（前回 -3.7%） 

 

指標結果データ 

≪MBA 住宅ローン申請指数≫ 

         2/17・・2/10・・2/3・・1/27・・1/20・前年同期 

申請指数・・・・・-2.0・・-3.7・・2.3・・-3.2・・4.0・・-28.8 

購入・・・・・・・-2.8・・-4.5・・1.8・・-5.6・・6.0・・ -0.5 

借換え・・・・・・-1.0・・-2.9・・2.2・・-1.4・・0.2・・-45.9 

固定金利・・・・・-1.7・・-4.3・・1.8・・-3.9・・3.9・・-29.8 

変動金利・・・・・-4.7・・ 4.4・・9.3・・ 8.8・・5.0・・-10.9 

 

固定金利 30 年・・4.36・・4.32・・4.35・・4.39・・4.35 

固定金利 15 年・・3.56・・3.55・・3.55・・3.61・・3.57 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月カナダ小売売上高（前月比） -0.5％（予想 0.0%・前回 0.3%） 

前回発表の 0.2％から 0.3％に修正 

 

12 月カナダ小売売上高[除自動車]（前月比） -0.3％（予想 0.6%・前回 -0.1%） 

前回発表の 0.1％から-0.1％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4Q メキシコ GDP（季調前/前年比） 2.4％（予想 2.2%・前回 2.2%） 

 

4Q メキシコ GDP（季調済/前期比） 0.7％（予想 0.6%・前回 0.6%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

指標結果データ 

≪メキシコ GDP≫ 

             4Q・・・3Q・・・2Q・・・1Q・・・4Q 

前年比・季節調整前・・・ 2.38・・ 2.08・・2.59・・2.16・・2.45 

前期比・季節調整済み・・ 0.71・・ 1.05・・0.11・・0.47・・0.39 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月米中古住宅販売件数 569 万件（予想 555 万件・前回 551 万件） 

前回発表の 549 万件から 551 万件に修正 

 

1 月米中古住宅販売件数（前月比） 3.3％（予想 1.1%・前回 -1.6%） 

前回発表の-2.8％から-1.6％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪中古住宅販売≫ 

        1 月・12 月・ 11 月・ 10 月・ 9 月・ 8 月 

販売戸数・・・・569・・551・・560・・553・・547・・534 

北東部・・・・・ 80・・ 76・・ 80・・ 74・・ 73・・ 71 

中西部・・・・・129・・131・・133・・133・・132・・127 

南部・・・・・・231・・223・・225・・220・・218・・217 

西部・・・・・・129・・121・・122・・126・・124・・119 

                       （万件) 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

NAR（全米不動産業者協会）の 1月の中古住宅販売件数は、年率換算で前月比+3.3％の 569 万件と、2ヵ月ぶりに増加となり、2007 年 2

月以来の高水準となった。前年同月比では+3.8％。雇用市場の引き締まりを背景に、住宅ローン利率の上昇にもかかわらず販売が堅調

だった。 

 

①一戸建て住宅は、前月比+2.6％の 504 万件、前年比では+3.7％。集合住宅は、前月比+8.3％の 65 万件、前年比では+4.8％だった。 

 

②成約物件の中間販売価格は、前年同月比+7.1％の 22 万 8900 ドルと 59 ヶ月連続で前年同月を上回った。平均販売価格は+5.2％の 27

万 1000 ドルだった。 

 

③市場の住宅在庫は、前月比+2.4％の 169 万件、前年比は-7.1％と 20 ヵ月連続で前年水準を下回った。販売に対する在庫率は 3.6 ヵ月

で横ばいだった。 

 

 

0：40 

仏中道・民主運動のバイル氏がマクロン氏に共闘を提案、大統領選に出馬しない可能性を示唆。 

 

2：00 

仏大統領選のマクロン候補、バイル氏の共闘提案を受諾。 

 

 

出所：Net Dania 
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≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、フランス大統領選の先行き不透明感などを背景に安全資産とされる米国債に逃避的な買いが入る一方、

米 5年物国債入札や、FOMC 議事録の公表を控えてポジション調整の売りも出た。 

 

 

2：45 

トランプ大統領は、3月 13 日に予算教書発表、24 日に暫定的な入国禁止令を発令の見通し。 

 

 

2：55 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「軍事品の再交渉で多額のコストを節約する」 

・「米財政は、制御不能になっていると断言できる」 

 

 

3：00 

≪米財務省 5年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.937％（前回 1.988％） 

最低落札利回り・・・・1.790％（前回 1.845％） 

最高利回り落札比率・・・84.24％（前回 33.36％） 

応札倍率・・・・・・・・・2.29 倍（前回 2.38 倍） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州企業の業績拡大の期待を背景に、堅調な動きとなった。また、ドイツの経済指標が改善したことも投資家心理を

支えた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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4：00 

≪FOMC 議事録≫ 

・「景気が予想通りなら、利上げはかなり早期にする」 

・「大幅なインフレリスクはかなり低いと多くが判断」 

・「緩やかな利上げペースが適切と大半が判断」 

・「バランスシート縮小についての協議を今後の会合で開始する」 

・「財政出動など上振れリスクもあると判断」 

・「実施される可能性がある政策の一部は下振れリスクになる」 

 

 

出所：Net Dania 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 5.60 ドル安の 1オンス＝1233.30 ドルで取引を終了した。 

NY 金は、米 FOMC 議事録が 3 月の追加利上げを示唆するとの警戒感から売りが先行した。その後 、FOMC 議事録の内容を受けてドルが

主要通貨に対して下落したことから、金を買い戻す動きが優勢となり、通常取引後の時間外取引で下げ幅が縮小した。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.74 ドル安の 1バレル＝53.59 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、23 日に発表される米石油統計で原油在庫の増加が予想されることから、OPEC の減産に伴う需給改善への期待が後退し、売

りが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、主要株価が最高値を更新する動きとなったことから、序盤は利益確定の売りが先行した。ただ、米 FOMC の議事録の内容

を見極めたいとのムードもあり、限定的な動きが続いた。 

ダウ平均株価は、序盤 50 ドル以上下落したものの、その後はプラス圏まで上昇し、一時最高値を更新する動きとなったが上値は限定的

となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は FOMC の議事録公開を控えて様子見ムードもあり、限定的な動きとなった。しかし、フランス大統領選で中道・

民主運動のバイル氏と前経済相のマクロン氏が共闘するとの報道を受けて、大統領選の先行き不透明感が後退するとの見方からユーロ

買いが優勢となり、リスク回避の動きも和らぎ円が主要通貨に対して下落した。ただ、FOMC の議事録で、ドル高による下振れリスクが

あることが言及されていたことから、ドル売りが優勢となり、クロス円も軟調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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